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９

月

会

議

７
月
会
議
他

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

教
え
て
議
会
の
こ
と

一

般

質

問

2

決

算

審

査９
月
会
議
が
９
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成
28

年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
は
、
決
算
特
別
委
員
会

に
よ
り
３
日
間
集
中
審
議
が
行
な
わ
れ
、
決
算
監
査
に
あ
た
っ

た
監
査
委
員
ほ
か
、
町
長
、
副
町
長
含
む
町
当
局
説
明
員
23
名

が
出
席
し
、
主
に
事
業
効
果
な
ど
の
視
点
か
ら
熱
心
な
質
疑
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
最
終
日
の
15
日
、
決
算
特
別
委
員

長
報
告
を
行
な
い
、
追
加
議
案
、
意
見
書
を
採
択
し
ま
し
た
。

決算特別委員会の審議のようす

28
年
度
決
算
を
認
定

「
行
・
改
」推
進
な
ど
課
題

平
成
28
年
度
の
全
13
会

計
歳
入
歳
出
決
算
額
は
、

歳
入
91
億
７
５
３
０
万
円
、

歳
出
89
億
３
６
３
０
万
円

と
な
り
、
歳
入
歳
出
と
も

前
年
度
比
減
額
決
算
と
な

っ
た
。

あ ら ま し
決 算
審 査

収
支

特
徴
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般

質

問
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決

算

審

査

か
ら
の
地
方
交
付
税
は
26

億
８
９
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
よ
り
約
２
０
０
０
万

円
増
え
た
が
、
国
の
財
政

難
の
中
で
今
後
の
推
移
が

注
視
さ
れ
る
。

町
税
は
、
軽
自
動
車
税

が
税
率
改
正
で
増
加
し
た

も
の
の
町
民
税
、
固
定
資

産
税
の
減
収
で
全
体
で
は

前
年
度
比
1.2
％
減
収
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
地
方

創
生
事
業
関
係
交
付
金
で

前
年
度
比
43
％
増
加
し
た
。

そ
の
財
源
は
、
亀
岡
サ
ッ

カ
ー
場
に
併
設
さ
れ
た
サ

ン
ド
バ
レ
ー
コ
ー
ト
整
備

に
主
に
充
当
さ
れ
、
今
後

交
流
人
口
増
が
期
待
さ
れ

る
。歳

出
全
体
で
は
、
平
成

23
年
の
豪
雨
災
害
復
旧
事

業
が
終
息
し
た
こ
と
に
よ

り
災
害
復
旧
費
が
前
年
度

比
60
％
減
少
し
た
こ
と
が

大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い

る
。

一
般
会
計
に
お
け
る
実

質
収
支
は
、
１
億
４
４
４

０
万
円
の
黒
字
で
、
内
８

０
０
０
万
円
を
基
金
に
積

み
立
て
、
６
４
４
０
万
円

を
翌
年
に
繰
り
越
し
て
い

る
。監

査
委
員
決
算
審
査
報

告
書
で
は
、
前
年
度
か
ら

の
繰
り
越
し
事
業
が
32
事

業
と
多
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
た
。ま
た
、只
見
振
興
セ

ン
タ
ー
新
築
事
業
、
奥
会

津
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
が
そ
れ
ぞ
れ
数
億
円
規

模
で
行
な
わ
れ
、
普
通
建

設
事
業
が
前
年
度
比
83
％

の
伸
び
と
な
っ
た
こ
と
を

大
き
な
特
徴
と
し
て
い
る
。

最
大
の
財
源
で
あ
る
国

会　計　名 歳　入 歳　出 議決内容
賛　　否

認　定 不認定

一般会計 63億8152万円 61億7631万円 原案認定 9 1（山岸）

国民健康保険事業特別会計 6億1239万円 6億1211万円 原案認定 9 1（山岸）

国民健康保険施設特別会計 4億1603万円 4億1510万円 原案認定 10 0

後期高齢者医療特別会計 1億3414万円 1億3413万円 原案認定 9 1（山岸）

介護保険事業特別会計 7億 16万円 6億8208万円 原案認定 9 1（山岸）

介護老人保健施設特別会計 2億5186万円 2億5186万円 原案認定 10 0

訪問看護ステーション特別会計 1193万円 1193万円 原案認定 10 0

地域包括支援センター特別会計 984万円 984万円 原案認定 10 0

簡易水道特別会計 2億4576万円 2億4567万円 原案認定 10 0

観光施設事業特別会計 3786万円 3786万円 原案認定 10 0

交流施設特別会計 5457万円 5457万円 原案認定 10 0

集落排水事業特別会計 3億 88万円 3億 79万円 原案認定 10 0

朝日財産区特別会計 1837万円 405万円 原案認定 10 0

町監査・繰り越し事業に意見
決算特別委員会「行財政改革」求める

平成28年度各会計決算の議決状況表　 　（千円以下切り捨て）

収
支

特
徴
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決

算

審

査

ゴミの減量にご協力を

新成人代表のあいさつ

鳥
獣
駆
除
隊

治
山
工
事

町
の
単
独
工
事
で

は
再
度
壊
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
県
の
治
山

に
要
望
す
べ
き
で
は
。

県
の
治
山
も
費
用

対
効
果
が
求
め
ら

れ
、
保
全
対
象
が
少
な
く

町
で
実
施
し
た
。
減
災
は

で
き
た
。

只
見
産
米
食
味
向
上

食
味
向
上
モ
デ
ル

事
業
の
効
果
は
。

食
味
値
が
28
年
度

は
前
年
よ
り
上
昇

し
た
が
、
今
年
は
全
国
レ

ベ
ル
ま
で
向
上
さ
せ
た
い
。

東
京
の
卸
業
者
か
ら
は
一

定
の
評
価
を
得
て
い
る
。

題
も
心
配
し
て
い
る
。

ゴ
ミ
の
減
量
化

環
境
衛
生
組
合
の

負
担
金
増
の
原
因

に
は
可
燃
ゴ
ミ
の
問
題
が

あ
る
。
今
後
の
対
策
は
。

６
年
前
の
災
害
後

は
負
担
金
に
大
き

く
影
響
し
た
。
28
年
度
は
、

前
の
年
よ
り
増
加
し
て
い

る
。
今
後
の
課
題
だ
。

宿
泊
・
飲
食
事
業

持
続
化
支
援

補
助
金
の
効
果
と

実
績
は
。

宿
泊
と
飲
食
店
で

合
計
１
５
５
の
受

け
入
れ
枠
が
増
え
た
。官
・

民
で
受
け
入
れ
環
境
が
整

え
ら
れ
た
。

定
し
た
が
、
今
後
の
町
負

担
が
心
配
さ
れ
る
。

利
用
促
進
は
、町
・

県
・
団
体
連
携
で

協
議
す
る
。
長
い
目
で
の

取
り
組
み
と
な
る
。

公
共
施
設

総
合
管
理
計
画

成
果
と
今
後
の
活

か
し
方
を
問
う
。

既
存
施
設
利
活
用

の
一
つ
の
方
針
が

出
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
町
の
評
価
は
。

評
価
し
て
い
る
。

今
後
定
着
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
が
、
今
の
賃
金
が
若
干

高
い
の
で
、
移
行
時
の
課

中
心
市
街
地

活
性
化
事
業

「
町
づ
く
り
会
社
」

設
立
に
至
ら
な
か

っ
た
と
あ
る
が
。

検
討
会
を
行
な
っ

て
き
た
が
、
目
標

に
至
ら
な
か
っ
た
。

成
人
式就

職
相
談
と
か
、

Ｕ
タ
ー
ン
を
強
力

に
呼
び
か
け
る
な
ど
行
な

う
べ
き
で
は
。

そ
の
様
な
視
点
で

の
成
人
式
の
充
実

は
必
要
と
感
じ
た
。
十
分

検
討
し
た
い
。

只
見
線
復
興
基
金

上
下
分
離
方
式
で

の
運
営
方
針
が
決

鳥
獣
駆
除

町
は
よ
く
実
態
を

調
査
し
対
策
を
再

考
す
べ
き
だ
。
財
政
支
援

だ
け
で
な
く
検
査
の
緩
和

な
ど
も
検
討
で
き
な
い
か
。

実
情
は
警
察
へ
申

し
上
げ
た
い
。
今

後
、
広
域
で
の
検
討
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

■問

■問■問

■問

■問

■問

■問

■問

■問

■問

答

答

答答答

答

答

答

答

答

な
り
手
不
足
深
刻

―
財
政
支
援
だ
け
で
は
未
解
決

決算特別委員会
質 疑 応 答
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決

算

審

査
町が運営する心志塾

公営塾

決算特別委員会意見要約 監査意見要約

年
度
中
止
し
た
の
か
。

他
の
制
度
を
検
討

す
る
必
要
か
ら
29

年
度
は
中
止
し
た
。
主
要

施
策
報
告
書
に
記
載
し
な

か
っ
た
の
は
申
し
訳
な

い
。

い
じ
め
問
題

対
策
委
員
会
で
は

ど
の
よ
う
な
話
し

合
い
が
行
な
わ
れ
て
い
る

の
か
。

学
校
の
先
生
方
と

定
期
的
に
会
を
開

き
情
報
共
有
し
て
い
る
。

現
在
い
じ
め
の
報
告
は
な

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
員
住
宅

先
生
の
住
宅
環
境

は
大
事
だ
。
今
後

の
整
備
方
針
は
。

不
足
の
状
況
の
中

で
民
間
協
力
で
対

応
し
て
き
た
。
今
後
の
少

子
化
と
先
生
の
人
数
の
中

で
考
え
る
必
要
も
あ
る
。

協
力
隊
も
参
加
し
、

宿
泊
の
紹
介
も
行

な
っ
て
い
る
。
継
続
し
て

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

指
定
管
理
料

年
々
増
加
し
て
い

る
。
財
政
負
担
の

軽
減
を
図
る
べ
き
。

公
募
方
法
の
検
討

な
ど
で
軽
減
を
図

っ
て
い
く
。
田
子
倉
レ
イ

ク
ビ
ュ
ー
含
め
て
検
討
し

た
い
。

デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機

導
入
効
果
は
あ
っ

た
の
か
。

デ
ジ
タ
ル
簡
易
無

線
機
は
衛
星
携
帯

電
話
に
比
べ
天
候
に
左
右

さ
れ
な
い
。
７
・
18
災
害
、

捜
索
活
動
で
も
効
果
が
発

揮
で
き
た
。

２
、
３
世
代
同
居

改
修
補
助な

ぜ
、
28
年
度
の

評
価
を
せ
ず
に
29

公
営
塾「
心
志
塾
」

公
営
塾
の
成
果
と

今
後
は
。

高
校
生
の
入
試
指

導
の
一
助
に
な
っ

て
い
る
。
単
な
る
学
力
向

上
で
な
く
地
域
を
担
う
人

材
育
成
が
狙
い
。
来
年
度

第
３
次
改
革
で
最
終
の
在

り
方
を
目
指
す
。

木
材
利
用

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

事
業
は
、
こ
の
ま

ま
継
続
し
な
い
と
費
用
が

無
駄
に
な
る
。
今
後
の
方

向
は
。

有
効
利
用
が
活
用

で
き
ず
伐
期
を
迎

え
て
い
る
。
会
津
全
体
の

動
き
も
注
視
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

エ
コ
パ
ー
ク
短
編
動
画

今
後
の
ア
ク
シ
ョ

ン
が
重
要
。
作
っ

て
終
わ
り
に
し
な
い
で
話

題
性
を
取
っ
て
い
く
べ
き
。

■問■問

■問■問

■問

■問■問

■問

答答

答 答

答答答

答

（1）繰り越し事業
ＦＭ局開設事業は、予算未執行で全
額不用額として計上した。木質バイ
オマス関連事業は、次の段階への展
開が難しい状況にある。これらは計
画時の見通しの甘さが推察され、原
因と今後の方針を明確に示すべき。
（2）事務処理
前年度と比べ改善も図られているが、
公文書の作成に不適切が確認された。
一層の文書取扱規定や財務規則など
の遵守を求める。

本会議最終日、酒井右一決算特別委員長より委員会審査報
告が行なわれ、賛成多数で採択、28年度決算が認定された。
なお、意見の要約は下記の通り。
（1）政策的な補助金・負担金・委託料については、その効果
と合理性を十分精査し執行にあたるなど「行・財政改革」
に努められたい。

（2）組織的・横断的な政策連携が見られない支出が散見され
る。政策調整、事務調整を密に行ない、最少で最大の効果
を得るよう努められたい。

（3）指定管理料の縮減をめざし、住民の福利厚生にいっそう
の配慮に努められたい。

（4）各委員提案は、真摯に対応し、結果を速やかに示されたい。

地域人材育成が狙い
―来年度最終形めざす
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９

月

会

議

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
７
・
18
豪

雨
災
害
の
追
加
補
正
や
例
年
９
月
会
議
に
追
加
提
案
さ
れ
る
こ
の
冬
の

除
雪
費
は
、
今
回
の
補
正
で
例
年
通
り
の
総
額
約
１
億
５
０
０
０
万
円

と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
明
和
小
学
校
体
育
館
補
強
設
計
委
託
料
、
青

少
年
旅
行
村
整
備
の
設
計
委
託
料
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

補 正
予 算

平成29年度各会計補正予算（第4号）

会　計　名 補　正　額 賛　否

一般会計
2億9580万円追加
総額56億9682万円

賛成 10
反対   0

国民健康保険事業
特別会計

300万円追加
総額5億8896万円

賛成 10
反対   0

介護保険事業
特別会計

57万円追加
総額7億8653万円

賛成 10
反対   0

交流施設特別会計
（湯ら里）

65万円追加
総額6365万円

賛成 10
反対   0

第4号補正予算  主な内容

（歳入） 金　額
徴税（軽自動車税） 862万円
地方交付税（普通交付税確定） 2億9400万円
財産収入（山林売り払い） 373万円
（歳出）
旅行村整備設計業務委託料 1980万円
町道除雪委託料 6120万円
空き家対策計画策定業務委託料 810万円
定住促進住宅実施設計委託料 800万円
明和小学校体育館補強設計委託料 215万円
農業用施設災害復旧工事 360万円
農地・農業用施設災害復旧補助金 2800万円
道路・河川災害復旧工事 2060万円

青少年旅行村のキャンプサイト

を
再
整
備
し
交
流
人
口
の

さ
ら
な
る
増
を
目
指
す
。

担
当
委
員
会
で
の
２
日

間
に
わ
た
る
審
査
の
後
、

本
会
議
に
お
い
て
も
今
後

の
運
営
・
収
支
に
つ
い
て

議
論
が
集
中
、
活
発
な
質

疑
が
交
わ
さ
れ
た
。

「
青
少
年
旅
行
村
」
を
中

心
と
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
拠

点
整
備
基
本
計
画
が
現
在

進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
計
画
に
基
づ
く
改

修
設
計
予
算
１
９
８
０
万

円
が
議
決
さ
れ
た
。

町
は
老
朽
化
し
た
施
設

運
営
見
通
し
に
議
論
集
中

老
朽
化
し
た
旅
行
村
の
改
修
設
計
予
算
議
決

「
八
十
里
越
」開
通
で
交
流
人
口
増
狙
う
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９

月

会

議

青少年旅行村

と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
財
産
取
得
議
案
２
議

案
が
提
案
さ
れ
た
。
質
疑

で
は
、
Ｘ
線
透
視
装
置
に

つ
い
て
他
の
医
療
機
関
と

の
比
較
で
価
格
が
高
額
と

の
理
由
で
反
対
意
見
も
出

さ
れ
た
が
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
た
。

９
月
本
会
議
最
終
日
、

経
済
文
教
常
任
委
員
会
審

査
報
告
が
行
な
わ
れ
、
黒

谷
区
か
ら
の
陳
情
が
採
択

さ
れ
た
。

平
成
28
年
５
月
に
付
託

医
療
検
査
に
使
わ
れ
る

Ｘ
線
透
視
撮
影
装
置
・
画

像
診
断
シ
ス
テ
ム
更
新
の

た
め
入
札
が
行
な
わ
れ
た
。

金
額
に
よ
り
契
約
内
容

を
議
会
の
議
決
に
付
す
こ

を
受
け
て
以
来
、
現
地
調

査
含
め
19
回
の
委
員
会
が

開
か
れ
、
住
民
の
安
心
を

確
保
す
る
視
点
か
ら
実
現

の
可
能
性
な
ど
が
審
議
さ

れ
て
き
た
。

運
営
体
制
が
最
も

重
要
だ
。

三
条
市
の
ア
ウ
ト

ド
ア
メ
ー
カ
ー
、

㈱
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
協
議

を
始
め
て
い
る
。

本
来
、
実
施
設
計

は
運
営
計
画
あ
っ

て
組
む
も
の
だ
。

な
る
べ
く
同
時
に

進
め
提
示
し
た
い
。

旅
行
村
周
辺
を
含

め
た
全
体
計
画
は
。

現
在
策
定
中
の
基

本
計
画
で
示
し
た

い
。

売
り
上
げ
見
通
し

と
同
時
に
経
費
予

測
は
。

今
後
ス
ノ
ー
ピ
ー

ク
と
詰
め
る
。
委

員
会
と
逐
次
協
議
し
た
い
。

も
と
も
と
は
公
の

公
共
施
設
。
住
民

利
用
の
考
え
方
は
。

収
益
事
業
だ
が
、

同
時
に
も
と
も
と

の
公
共
施
設
と
し
て
の
役

割
も
重
視
し
て
い
く
。

天
堂
沢
河
川
改
修
陳
情

―
県
に
要
望
活
動
行
な
う

朝
日
診
療
所

検
査
機
器
を
更
新

A パートナー企業と協議開始
早期の運営計画を求める

■問■問■問■問■問 答答答答答

１．名　　称　　Ｘ線透視撮影装置
２．契約方法　　指名競争入札
３．購入金額　　２３７６万円
４．購入相手　　福島市　㈱三陽　

１．名　　称　　画像診断システム１台
２．契約方法　　指名競争入札
３．購入金額　　１０２６万円
４．購入相手　　福島市　㈱三陽　

陳
情

財 産

採
択

Q
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７
月
会
議
他

７
月
18
日
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
、
只
見
町
で
時
間
雨
量
88
・
５
㍉

の
観
測
史
上
最
大
を
記
録
し
、
道
路
、
河
川
、
農
作
物
等
へ
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
７
月
26
日
召
集
さ
れ
た
議
会
に
は
、
農
地
・
林

道
・
河
川
な
ど
の
当
面
の
復
旧
予
算
を
盛
り
込
ん
だ
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
が
提
案
さ
れ
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

７ 月
会 議

国道289号（叶津）

県道小林・舘ノ川線（小川）

松坂峠入口（布沢）

今
回
の
被
災
箇
所
は
６

年
前
の
23
年
災
と
同
じ
個

所
が
多
く
、
従
来
の
原
形

復
旧
で
は
な
く
、
よ
り
強

固
な
復
旧
の
在
り
方
を
要

望
す
べ
き
だ
と
す
る
意
見

が
相
次
い
だ
。

ま
た
、
只
見
地
区
で
は

ダ
ム
か
ら
の
放
流
も
あ
る

た
め
、
常
盤
橋
の
橋
脚
に

住
民
に
分
か
り
や
す
い
よ

う
な
水
位
表
示
の
設
置
が

提
案
さ
れ
た
。

平成29年7.18豪雨災害被害状況（8/10時点）

区　　分 か 所 数 被害額

町　道 決壊等 24か所 3200万円

河川（町管理分）土砂流出等 15か所 3170万円

林　道 路面決壊等 83か所 3億8150万円

農地等 水田・水路等 163か所 7000万円

観光施設他 登山道、墓地等 5か所 620万円

農作物
水稲・トマト・エゴマ 
88か所

645万円

合　計 　5億2785万円

農
地
・
林
道
・
河
川
な
ど
当
面
の
復
旧
予
算

１
億
６
０
０
０
万
円
可
決

ダム放流の目安
常盤橋橋脚に水位表示を
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７
月
会
議
他

乗
員
が
乗
車
す
る
た
め
安

心
安
全
、
対
話
、
見
守
り

機
能
な
ど
の
総
合
的
利
点

が
挙
げ
ら
れ
た
。

明
和
地
区
の
買
い
物
支

援
バ
ス
は
、
県
の
補
助
事

業
の
３
か
年
を
終
え
、
今

年
ア
サ
ヒ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
支
援
で

継
続
さ
れ
て
い

る
。し
か
し
、次

年
度
以
降
の
支

援
が
な
く
地
域

か
ら
は
町
に
支

援
を
求
め
る
声

が
上
が
り
議
会

は
陳
情
も
採
択

し
て
い
る
。
住

民
か
ら
は
、
添

和
振
興
セ
ン
タ
ー
の
耐
震

不
足
の
対
応
は
、「
耐
震

か
、
新
築
か
」
で
住
民
と

議
会
・
町
当
局
と
で
意
見

調
整
が
行
な
わ
れ
て
き
た

が
、
７
月
18
日
豪
雨
の
際
、

住
民
の
避
難
場
所
と
し
て

機
能
で
き
な
か
っ
た
こ
と

明
和
地
区
住
民
と
の
懇

談
会
が
８
月
23
日
、
明
和

振
興
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ

れ
、明
和
地
区
区
長
、自
治

振
興
会
、
婦
人
会
、
青
年

団
代
表
な
ど
が
出
席
、
議

員
も
９
名
が
参
加
し
た
。

課
題
と
な
っ
て
い
た
明

か
ら
、
早
く
再
使
用
で
き

る
よ
う
に
耐
震
工
事
へ
の

住
民
理
解
が
得
ら
れ
る
結

果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
建

物
が
古
く
特
に
高
齢
者
や

障
害
者
に
は
使
い
勝
手
が

悪
い
こ
と
や
、
建
物
を
囲

む
三
方
が
土
手
や
が
け
で

立
地
条
件
が
悪
い
こ
と
か

ら
、
将
来
に
向
け
た
新
築

の
検
討
も
要
望
と
し
て
出

さ
れ
、
今
後
住
民
の
声
を

受
け
当
局
と
協
議
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
２
年
間
、

耐
震
不
足
を
周
知
し
な
い

行
政
対
応
を
問
題
視
す
る

声
が
上
が
っ
た
。

明和公民館まつり

買い物支援バス利用者
（このページの写真は明和振興センター提供）

明
和
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
懇
談
会

住 民
懇 談

９月会議で１件の意見書
が提案され、採択された。

◎全国森林環境税の
創設に関する意見書

意 見 書

住
民
・
耐
震
補
強
に
理
解

　

同
時
に
新
築
も
要
望

買
い
物
弱
者
に
支
援
を

買
い
物
支
援
バ
ス

明
和
振
興
セ
ン
タ
ー

住民説明なし、混乱の原因

２年間放置耐震不足
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委
員
会
リ
ポ
ー
ト

委 員 会
リポート

８
月
18
日
召
集
さ
れ
た

委
員
会
に
、
陳
情
者
が
参

考
人
と
し
て
招
致
さ
れ
審

査
が
行
な
わ
れ
た
。

ま
ず
、
参
考
人
か
ら
自

衛
隊
施
設
部
隊
誘
致
の
必

要
性
や
陳
情
に
至
っ
た
経

過
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
後
、

各
議
員
か
ら
の
質
疑
が
あ

り
、
審
査
は
約
２
時
間
に

及
ん
だ
。

災
害
の
多
い
会
津
に
と

っ
て
そ
の
必
要
性
は
大
と

す
る
意
見
や
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
推
進
の
中
で
慎

重
な
意
見
も
出
さ
れ
て
い

る
。

性
が
住
み
や
す
い
西
和
賀

町
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
女

性
だ
け
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
ア
ン
ケ

ー
ト
分
析
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
積
極
的
な
議
論
を

重
ね
て
提
案
書
に
ま
と
め

た
。
女
性
な
ら
で
は
の
き

め
細
や
か
な
提
言
書
と
な

っ
て
お
り
、
人
口
減
少
対

策
に
つ
い
て
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
の
専
門
部
署

を
設
置
す
る
事
も
提
言
さ

れ
た
。

地
域
の
実
情
を
分
析
し

特
徴
あ
る
施
策
を
講
ず
る

こ
と
が
重
要
だ
と
再
認
識

し
た
。

８
月
２
日
～
４
日
、
宮

城
県
丸
森
町
、女
川
町
、岩

手
県
西
和
賀
町
に
視
察
研

修
を
行
な
っ
た
。

丸
森
町
で
は
、
町
営
住

宅
や
家
賃
補
助
に
よ
り
人

材
確
保
や
定
住
促
進
を
図

っ
て
い
る
。
女
川
町
で
は
、

子
育
て
世
代
へ
の
負
担
軽

減
措
置
と
し
て
地
元
高
校

へ
通
う
定
期
券
や
下
宿
代

の
補
助
、
さ
ら
に
塾
や
習

い
事
へ
も
支
援
し
て
い
る
。

西
和
賀
町
で
は
、
若
い

女
性
の
減
少
率
が
県
内
で

最
も
高
く
、
消
滅
の
可
能

性
が
高
い
自
治
体
と
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、「
若
年
女

6月2日　福島県町村議会議長会定例総会（福島市）　JR只見線の持続的運行に向けた財政支援について
採択されました。議長

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

「
過
疎
・
高
齢
化
対
策
」

視
察
研
修
―
宮
城
・
岩
手

宮城県丸森町役場での研修

参考人を招致した委員会

自衛隊誘致に係る陳情審査特別委員会

陳情者を参考人招致
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委
員
会
リ
ポ
ー
ト

表
紙
の
写
真

７
月
14
日
に
郡
山
市
内

で
開
催
さ
れ
た
「
タ
ブ
レ

ッ
ト
か
ら
始
ま
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
と
開
か
れ
た
議
会
」
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
近

年
、
議
会
運
営
に
タ
ブ
レ

ッ
ト
Ｐ
Ｃ
等
を
導
入
し
活

用
し
て
い
る
議
会
が
全
国

的
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
当

日
は
栃
木
市
議
会
が
具
体

的
な
導
入
事
例
を
発
表
さ

れ
た
。
コ
ス
ト
削
減
や
議

会
事
務
の
軽
減
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
広
報
広
聴
分

野
で
の
効
果
も
期
待
で
き

る
。今

後
、
広
報
広
聴
常
任

委
員
会
を
中
心
に
導
入
へ

向
け
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

改
良
促
進
を
要
望
し
た
。

同
時
に
、
国
道
２
５
２

号
六
十
里
越
の
春
先
早
期

再
開
通
の
要
望
活
動
に

「
六
十
里
越
雪
わ
り
街
道

を
愛
す
る
会
」
の
只
見
町

会
長
、
そ
し
て
魚
沼
市
の

副
会
長
も
合
流
し
た
。

議
長
、
小
川
・
熊
倉
・
亀

岡
・
小
林
の
４
区
長
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
南

会
津
建
設
事
務
所
、
福
島

県
土
木
部
、
そ
し
て
鈴
木

副
知
事
、
県
議
会
へ
伺
い
、

８
月
29
日
、「
県
道
小

林
・
舘
ノ
川
線
改
良
促
進

期
成
同
盟
会
」
に
よ
る
福

島
県
に
対
す
る
要
望
活
動

を
行
な
っ
た
。

菅
家
町
長
は
じ
め
齋
藤

6月14日　明和振興センター対策・全員協議会　既定予算を執行して耐震補強を優先すべきとしました。
全員	

経
済
文
教
常
任
委
員
会

県
道
小
林
・
舘
ノ
川
線

改
良
促
進
を
県
に
要
望

副知事への要望

車のすれ違いが困難な小林外出地内

＊ICT…Information & Communication 
Technology（情報通信技術）の略

広報広聴常任委員会
ＩＣＴ＊化セミナー参加

先
月
、
百
歳
賀
寿
を

迎
え
ら
れ
た
ミ
ヤ
ギ
ば

あ
ち
ゃ
ん
。
広
報
の
取

材
に
伺
っ
た
の
は
お
昼

過
ぎ
。
生
い
立
ち
か
ら

の
苦
難
や
前
向
き
に
生

き
る
大
切
さ
を
と
く
と

教
授
い
た
だ
き
、
は
っ

と
気
づ
い
た
ら
時
間
は

も
う
午
後
３
時
過
ぎ
。

帰
り
際
「
日
記
」
の
話

と
な
り
、
今
日
の
日
記

を
書
く
様
子
を
パ
シ
ャ

リ
。
ま
す
ま
す
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
。

元気な町民
百歳賀寿を迎えて

塩ノ岐  目黒ミヤギさん

最
大
の
難
所
小
林
︱

亀
岡
間
の
調
査
始
ま
る
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教
え
て
議
会
の
こ
と

教えて！ 議会のこと Vol.13

只見町キャラクター ©Tadami

みんなに代わって只見町のキャラクターたちが聞いてくれました。

「決算認定制度」って

なあに？ イワっぺ

ブナりん

アカショウちゃん

ブナりん

９月会議は、「決算議会」っ
て聞いたことがあるけど、ど
ういう意味なの？

議会議長

「決算」とは、予算に基づく収入と支出の結
果を集計した計算書のことなんだよ。そして、
予算を執行した結果、どの様な成果を上げた
かを示す報告書なんだよ。
議会が決定した予算が適正に執行されたかど
うかを審査する会議が「９月会議」なんだ。

イワっぺ

町長の「執行責任」と議会の
「議決責任」ってなに？

議会議長

町長には、予算執行や事務処理に当たって、
慎重に責任を持った財政運営が求められてい
るんだ。
議会は、お金の使われ方に注意しながら、決
算を「認定」する事によって、町長の執行責
任、町の財政の実態を住民に向かって知らせ
る事ができるんだよ。

アカショウちゃん

簡単に「認定して終わり」って
できないね。

議会議長

「決算認定」を通じて、行政効果の客観的判
断と今後の改善や反省事項の把握と活用が重
要で、その結果を町の財政運営の一層の健全
化と適正化に役立てることが重要なんだ。

ブナりん

税金の無駄遣いは、ダメだよ
ね！

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページ
から視聴できます。

見て
ね！

6月28日　只見川河川整備促進期成同盟会総会（金山町）　只見川の大規模河川改修について、国、県に
対する要望内容を決定しました。議長、経済文教常任委員長
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町
政
を
問
う

一般質問
■ 大 塚 純 一 郎…………………………………… 14
　菅家町長が目指す町の将来像は、他
■ 鈴 木  征…………………………………… 15
　役場新築の進捗は、他
■ 目 黒 仁 也…………………………………… 16
　買物バス、まずは意向調査を、他
■ 藤 田  力…………………………………… 17
　新町下に排水機場の建設を、他
■ 鈴 木 好 行…………………………………… 18
　JR只見線再開通後の取り組みは、他
■ 目 黒 道 人…………………………………… 19
　世界ブナサミットはなぜやめたのか、他
■ 山 岸 国 夫…………………………………… 20
　介護保険料軽減対策は、他
■ 中 野 大 德…………………………………… 21
　7.18被害田の対応は
■ 佐 藤 孝 義…………………………………… 22
　ユネスコエコパークの活用は、他
■ 酒 井 右 一…………………………………… 23
　機構改革後の振興センターの役割は、他

一般質問

議員が行政全般（役場の仕事全般）に対して、方針
をただしたり政策の提言などを行なうことです。

一般質問とは

こ
の
町
を
想
い
10
名
が

こ
の
町
を
想
い
10
名
が
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7月20日　全国森林環境税創設議員連盟総会（香川県高松市）　新たな税財源である「全国森林環境税」
を創設することを目指して検討に入りました。議長

「
一
生
涯
現
役
で

活
躍
で
き
る
只
見

町
」
を
目
指
し
、「
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
設

立
は
急
務
で
あ
る
。
現
在

の
進
展
状
況
は
。

社
会
福
祉
協
議
会

が
中
心
と
な
り
只

見
町
生
涯
現
役
促
進
地
域

連
携
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

厚
生
労
働
省
に
対
し
、
事

業
構
想
提
案
書
を
作
成
し
、

平
成
29
年
度
開
始
分
、
第

３
次
募
集
に
係
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
受
け
て
設
立
を
目

指
し
て
い
る
。
今
年
度
の

事
業
開
始
が
11
月
１
日
を

予
定
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
全

線
復
旧
が
平
成
34

年
頃
、
国
道
２
８
９
号
八

十
里
越
の
開
通
の
時
期
が

平
成
35
年
頃
に
予
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
に
向
け

て
十
分
内
部
検
討
し
て
事

業
展
開
を
し
た
い
。

「
若
者
定
住
政
策
」

の
確
実
な
実
行
が
、

町
が
未
来
永
劫
、
存
続
す

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
だ
。

議
会
と
議
論
を
重

ね
な
が
ら
政
策
を

着
実
に
実
行
し
て
い
き
た

い
。

り
を
基
本
と
考
え
て
い
る
。

当
初
予
算
に
議
決

さ
れ
た
「
危
険
役

場
庁
舎
か
ら
旧
只
見
中
学

校
へ
の
一
日
も
早
い
暫
定

移
転
」や「
明
和
振
興
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
補
強
対
策
」

な
ど
、
速
や
か
に
遂
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案

が
執
行
さ
れ
て
い
な
い
。

役
場
庁
舎
の
暫
定

移
転
に
つ
い
て
は
、

内
部
検
討
が
終
了
次
第
、

議
会
に
提
案
、
協
議
を
し
、

今
年
度
内
に
移
転
を
完
了

し
た
い
。
明
和
振
興
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
補
強
対
策
に

つ
い
て
は
、
平
成
30
年
頃

ま
で
に
工
事
終
了
し
た
い
。

今
、
町
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
問

わ
れ
て
い
る
。明
確
な「
只

見
町
の
将
来
像
・
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
示
し
、
優
先
課
題

を
議
会
と
徹
底
的
に
議
論

を
重
ね
て
、
責
任
を
持
っ

て
政
策
実
現
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

菅
家
町
政
が
誕
生

し
て
８
か
月
が
経

過
し
た
。
町
長
が
目
指
す

「
只
見
町
の
将
来
像
」、「
只

見
町
の
活
性
化
」
の
進
展

状
況
を
示
せ
。

先
人
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
自
然
、

文
化
、
歴
史
を
育
み
な
が

ら
、
町
民
の
皆
様
が
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、
持
続
可

能
な
形
で
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
け
る
町
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
施
策
を
一
つ
一

つ
着
実
に
進
め
て
い
く
。

公
正
な
行
政
と
将
来
を
見

通
し
た
対
話
型
の
町
づ
く

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立
は
い
つ

答
今
年
11
月
１
日
を
予
定

菅家町長が目指す
町の将来像は

答 内部検討しながら取り組む

■答

■答

■答

■答

■答

■問

■問

■問

■問

■問

暫定移転が急がれる役場現庁舎
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耐震診断Dランクの明和振興センター

7月20日　国道289号期成同盟会中央陳情（東京都）　国道289号の早期整備促進のため、国土交通省並
びに県選出国会議員に要望活動を行ないました。副議長

県
税
の
減
収
に
伴

う
町
の
影
響
は
。

町
の
法
人
町
民
税

に
お
け
る
予
算
編

成
に
つ
い
て
は
、
法
人
税

割
の
変
動
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
過
去
８
カ
年
平
均

実
績
の
65
％
程
度
を
見
込

み
、
当
初
予
算
に
お
い
て

は
、
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
の

計
上
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

調
定
額
は
、
８
月
末
現
在

で
昨
年
度
よ
り
増
加
し
て

い
る
が
、
今
後
、
町
内
企

業
の
決
算
状
況
に
よ
り
変

動
す
る
た
め
、
引
き
続
き

注
視
し
て
い
く
。

し
、議
会
は
議
決
し
た
。し

か
し
、
６
月
の
全
員
協
議

会
で
、
町
長
よ
り
新
築
に

向
け
た
新
た
な
提
案
が
示

さ
れ
た
。
現
在
、
ど
の
よ

う
な
考
え
で
明
和
振
興
セ

ン
タ
ー
を
整
備
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

７
月
18
日
の
豪
雨

災
害
の
際
、
明
和

振
興
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
旧

明
和
公
民
館
部
分
が
避
難

所
と
し
て
使
用
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
明
和
地
区
の

避
難
所
の
早
急
な
確
保
の

重
要
性
を
痛
感
し
た
。

災
害
時
は
も
と
よ
り
平
常

時
に
お
け
る
住
民
の
安
全

安
心
な
生
活
の
確
保
の
た

め
、
１
日
も
早
く
住
民
が

安
心
し
て
使
え
る
施
設
の

確
保
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、

耐
震
改
修
で
進
め
る
。
ま

た
、新
築
に
つ
い
て
は
、今

後
議
会
と
協
議
の
上
進
め

た
い
。

明
和
振
興
セ
ン
タ

ー
は
耐
震
診
断
で

Ｄ
ラ
ン
ク
の
結
果
を
受
け

て
、
町
長
は
平
成
29
年
度

予
算
に
耐
震
改
修
に
向
け

た
設
計
委
託
予
算
を
計
上

平
成
23
年
度
に
基
本
計
画

策
定
に
着
手
し
、
平
成
27

年
度
に
は
新
築
工
事
の
入

札
を
執
行
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
不
落
、
不
調
と
な

っ
た
。

現
在
は
現
庁
舎
か
ら
の
暫

定
移
転
を
進
め
て
お
り
、

新
築
の
進
捗
状
況
を
示
せ

る
段
階
で
は
な
い
。
暫
定

移
転
後
に
、
議
会
と
協
議

し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
す

る
。

現
在
の
新
庁
舎
と

旧
只
見
中
学
校
へ

の
暫
定
移
転
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
新
築
に
つ
い

て
は
、
町
長
は
就
任
時
に

「
身
の
丈
に
あ
っ
た
庁
舎

建
設
を
進
め
る
」
と
表
明

し
て
い
た
。
現
在
の
進
捗

状
況
は
。平

成
22
年
度
に
現

庁
舎
の
同
一
敷
地

内
に
新
築
す
る
方
針
を
適

当
と
し
た
町
地
域
計
画
審

議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

県税の減収に伴う
町の影響は

答 町内企業の決算状況を注視する

役
場
新
築
の
進
捗
は

答
新
築
は
現
在
示
せ
る
段
階
で
は
な
い

■答

■答

■答

■問

■問

■問
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暫定移転先として検討される旧只見中学校

7月24日　福島県町村議長会役員による知事外要望活動（福島市）　只見高校の存続に向けて特段の御理
解と御支援を要請しました。議長

修
予
算
の
協
議
だ
。

そ
の
よ
う
な
順
序

で
進
め
た
い
と
思

う
。

過
去
に
失
っ
た
1.2

億
円
、
以
前
一
般

質
問
答
弁
で
原
因
検
証
を

引
き
続
き
行
な
う
と
答
弁

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
。

内
部
検
討
で
は
方

針
を
出
し
対
応
し

た
。

検
討
結
果
は
、
議

会
に
報
告
さ
れ
る

の
か
。

早
い
時
期
に
報
告

し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

具
体
的
な
時
期
は

い
つ
頃
か
。

年
内
に
は
報
告
し

た
い
。

す
る
こ
と
で
検
討
を
進
め

て
い
る
。
今
後
は
、
新
庁

舎
と
旧
只
見
中
の
改
修
に

向
け
協
議
し
た
い
。

庁
舎
暫
定
移
転
問

題
は
、
議
会
と
当

局
で
移
転
の
在
り
方
に
食

い
違
い
が
あ
る
。
そ
う
で

あ
る
な
ら
議
会
と
正
面
か

ら
議
論
す
る
機
会
を
作
っ

て
い
く
べ
き
だ
。
何
の
協

議
も
な
い
の
が
問
題
だ
。

内
部
検
討
で
は
、

議
会
の
考
え
も
理

解
し
そ
れ
を
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
る
。
今
後
協
議

の
場
を
持
ち
た
い
。

ま
ず
は
、
今
あ
る

予
算
を
ど
う
使
っ

て
い
く
か
。
工
程
を
含
め

た
考
え
を
協
議
す
る
考
え

は
あ
る
か
。
そ
の
後
に
改

行
政
の
本
丸
と
な

る
役
場
庁
舎
機
能

の
整
備
は
当
面
の
最
重
要

課
題
だ
。
暫
定
移
転
の
概

要
が
い
ま
だ
分
か
ら
な
い
。

現
在
の
本
庁
舎
に

隣
接
す
る
新
庁
舎

と
旧
只
見
中
学
校
を
活
用

域
枠
」
の
よ
う
な
別
枠
で

交
付
さ
れ
る
な
ら
分
か
る

が
、
現
在
の
交
付
金
の
枠

で
や
れ
と
い
う
の
は
理
解

で
き
な
い
。
町
が
政
策
と

し
て
立
ち
あ
げ
て
い
く
べ

き
だ
。そ
の
た
め
に
、３
地

区
の
生
活
実
態
調
査
を
住

民
に
お
願
い
し
て
や
っ
て

み
て
は
ど
う
か
、
提
案
す

る
。
ま
ず
は
住
民
の
意
向
、

実
態
を
つ
か
む
べ
き
だ
。

そ
の
必
要
性
は
理

解
で
き
る
。
実
施

し
た
い
と
思
う
。

第
七
次
振
興
計
画

に
掲
載
さ
れ
た
、

高
齢
者
の
買
い
物
支
援
対

策
の
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
、
町
長
の
考
え
を
問

う
。

町
と
し
て
支
援
の

枠
組
み
は
必
要
と

考
え
て
お
り
、「
地
域
づ
く

り
交
付
金
」
を
３
振
興
セ

ン
タ
ー
に
予
算
配
分
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
活

用
し
な
が
ら
住
民
の
暮
ら

し
が
利
便
に
な
る
よ
う
努

め
た
い
。地

域
づ
く
り
交
付

金
は
、
も
と
も
と

地
域
の
団
体
や
集
落
の
活

性
化
支
援
の
財
源
だ
。「
地

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

暫
定
移
転

議
会
と
正
面
か
ら
議
論
を

答
議
会
の
意
向
踏
ま
え
検
討
し
て
い
る

買物バス
まずは意向調査を

答 生活実態調査を実施したい

■答

■答

■答

■答

■答■答■答■答

■問

■問

■問■問

■問■問■問

■問
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7月24日　只見川河川整備促進期成同盟会陳情（仙台市、東京都）　国土交通省（仙台、東京）並びに県
選出国会議員に要望活動を行ないました。副議長

夜
間
に
働
き
、
朝
方
か
ら

就
寝
さ
れ
る
人
も
多
く
な

り
、
多
く
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
る
。
健
全
育
成
町
民

会
議
で
２
年
間
検
討
し
た

結
果
、
現
行
方
式
に
変
更

し
た
。
定
時
放
送
は
、
朝

は
６
時
50
分
、
夜
は
７
時

30
分
に
決
め
て
い
る
。

広
報
無
線
は
町
か

ら
の
連
絡
や
災
害

時
の
避
難
勧
告
な
ど
町
民

の
安
全
を
守
る
た
め
、
重

要
な
施
設
だ
。
最
近
、
ラ

ジ
オ
体
操
や
２
回
放
送
の

中
止
な
ど
町
民
の
不
満
も

多
い
。
中
止
ま
で
の
経
過

は
。

町
民
の
働
き
方
が

従
来
と
変
わ
り
、

近
年
、
全
国
的
に

頻
発
す
る
記
録
的

短
時
間
大
雨
に
よ
る
集
中

豪
雨
災
害
に
は
、
現
有
施

設
で
は
対
応
で
き
な
い
と

想
定
さ
れ
る
。
今
後
、沖
・

新
屋
敷
・
新
町
地
区
の
災

害
時
の
内
水
対
策
工
事
に

も
し
っ
か
り
と
国
県
に
要

望
す
る
。

見
地
区
で
の
説
明
会
を
い

つ
や
り
、
い
つ
頃
か
ら
工

事
に
入
る
の
か
。

県
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、
平
成

29
年
か
ら
詳
細
設
計
に
入

る
。
今
現
在
で
は
、
説
明

会
や
着
工
時
期
は
決
定
し

て
い
な
い
。

洪
水
は
、
ダ
ム
か

ら
の
放
流
が
あ
る

と
被
害
が
大
き
く
な
る
。

沖
と
新
町
の
排
水
を
繋
ぎ
、

只
見
川
近
く
に
大
規
模
な

排
水
施
設
（
排
水
機
場
）

を
建
設
す
る
こ
と
を
提
案

し
た
い
。
た
だ
し
、
河
川

法
と
の
関
連
や
大
き
な
工

事
と
な
る
た
め
、
只
見
川

圏
域
河
川
整
備
計
画
に
入

れ
て
整
備
し
て
も
ら
う
よ

う
、
国
・
県
に
強
く
要
望

す
べ
き
と
提
案
す
る
。

こ
の
ポ
ン
プ
は
、

只
見
川
か
ら
の
バ

ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
防
止

し
被
害
を
最
少
に
抑
え
る

の
が
目
的
で
、
初
期
の
目

的
は
達
成
し
て
い
る
。
今

回
、
排
水
の
水
位
を
50
㌢

下
げ
て
設
定
し
た
の
で
、

今
ま
で
よ
り
低
水
位
で
稼

働
す
る
よ
う
整
備
し
た
。

河
川
を
整
備
す
る

只
見
川
圏
域
河
川

整
備
計
画
が
金
山
町
で
は

着
工
さ
れ
た
。
県
は
、
只

只
見
の
沖
・
新
屋

敷
・
新
町
下
は
、６

年
前
の
新
潟
・
福
島
豪
雨

の
時
、農
地
や
住
宅
、町
営

住
宅
、
保
養
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
甚
大
な
洪
水
被
害
を

受
け
た
。
今
年
も
７
月
４

日
、
18
日
と
２
回
も
洪
水

被
害
が
発
生
し
た
。
町
が

設
置
し
た
新
町
排
水
ポ
ン

プ
は
、
町
民
は
「
役
に
立

た
な
い
」
と
い
う
が
、
町

で
は
ど
う
評
価
し
て
い
る

か
。

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

夏休みラジオ体操の
中止はなぜ

答 町民からの様々な意見がある

新
町
下
に
排
水
機
場
の
建
設
を

答
国
・
県
に
し
っ
か
り
と
要
望
し
た
い

■答

■答

■答

■答

■問

■問

■問

■問

洪水被害となった新町下地区（29年７月18日）
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7月27日　会津総合開発協議会中央陳情（東京都）　JR東日本本社及び県選出国会議員に対して、JR只
見線の早期復旧と財政支援等について要望しました。議長

開
通
後
の
町
の
姿

を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
そ
の
た
め
に
何
を
す

る
か
。

開
通
後
は
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に

大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。「
三
条
市
・

只
見
町
連
絡
戦
略
会
議
」

の
結
果
等
を
共
有
し
、
議

会
と
一
緒
に
検
討
を
進
め

て
行
き
た
い
。

し
た
い
。今

か
ら
運
営
母

体
・
町
民
へ
の
理

解
・
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
発
足
等
を
進
め
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具

体
的
な
検
討
計
画
は
い
つ

か
ら
か
。来

年
度
の
実
施
計

画
の
中
で
基
本
構

想
の
検
討
に
入
る
。

会
議
を
開
催
す
る
。
様
々

な
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

新
た
な
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
く
。

「
道
の
駅
」整
備
計

画
は
。

平
成
35
年
の
開
通

を
見
据
え
、
そ
の

１
年
か
２
年
前
に
は
整
備

開
通
に
向
け
て
現

在
行
な
っ
て
い
る

具
体
的
施
策
は
何
か
。

昨
年
度「
三
条
市
・

只
見
町
連
携
戦
略

会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
本

年
度
は
「
観
光
・
経
済
・

文
化
」
と
「
生
活
基
盤
」

の
部
会
を
設
け
、
第
１
回

が
ら
、
只
見
線
の
魅
力
を

発
信
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
等
の
整
備
も
検
討
し
た

い
。

再
開
通
後
に
発
生

す
る
約
２
０
０
０

万
円
の
町
負
担
は
何
で
補

う
か
。

基
金
の
積
み
立
て

と
寄
付
で
補
い
た

い
。

要
で
は
な
い
か
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
り
得
る
所
を
地

図
で
落
と
し
て
、
整
備
を

検
討
し
て
い
く
。

鉄
道
写
真
家
へ
向

け
て
の
施
策
は
。

鉄
道
写
真
家
に
よ

る
情
報
発
信
は
有

効
な
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
観
光
ま
ち
づ

く
り
協
会
等
と
連
携
し
な

再
開
通
へ
向
け
て

具
体
的
な
施
策
は

何
か
。

利
用
促
進
の
た
め

の
町
内
団
体
へ
の

補
助
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
の
作
成
、
ラ

ッ
ピ
ン
グ
列
車
の
運
行
な

ど
が
あ
る
。

乗
客
数
を
増
や
す

た
め
の
取
り
組
み

は
。

乗
っ
て
楽
し
む
こ

と
に
焦
点
を
当
て

た
「
車
窓
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
製
し
、
只
見
線

の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

車
窓
か
ら
見
え
る

景
色
の
整
備
も
必

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

国
道
２
８
９
号
開
通

に
向
け
て
の
施
策
は

答
三
条
市
と
連
携
し
、

新
た
な
取
り
組
み
を

JR只見線再開通後の
取り組みは

答 県と連携し、効果的な利活用を

■答

■答■答■答

■答

■答

■答 ■答

■答 ■問■問

■問■問

■問

■問

■問

■問

■問

再開通を待つ只見線
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平成17年、20年に開催された「世界ブナ・サミット」

8月8日　福島県町村議長会中央要望活動（東京都）JR只見線の持続的運行について要望しました。議長

策
を
求
め
た
い
。

原
形
復
旧
の
対
応

に
は
問
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
制

度
的
に
難
し
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
県
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。被

害
箇
所
は
農
地

で
あ
る
が
、
原
因

は
山
か
ら
出
た
水
で
は
な

い
か
。
治
山
の
対
策
は
ど

う
か
。

治
山
対
策
は
人
家

の
あ
る
と
こ
ろ
を

優
先
し
て
県
に
要
望
し
て

い
る
。

他
に
田
子
倉
湖
遊
覧
船

の
整
備
遅
れ
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に

登
録
さ
れ
た
の
は
こ
う
い

っ
た
取
り
組
み
が
あ
っ
て

こ
そ
と
考
え
て
い
る
。
来

年
は
自
然
首
都
宣
言
か
ら

10
年
の
節
目
で
あ
る
。
こ

の
機
会
を
捉
え
て
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

申
し
上
げ
た
よ
う

に
河
野
教
授
の
ご

尽
力
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

て
い
た
が
、
世
界
各
国
か

ら
研
究
者
を
招
聘
で
き
た

の
は
河
野
先
生
の
人
脈
に

よ
っ
て
開
催
で
き
た
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
今
か
ら
の

世
界
ブ
ナ
サ
ミ
ッ

ト
は
休
ん
で
い
る

の
か
、
終
わ
っ
て
い
る
の

か
、
ど
ち
ら
か
。

終
わ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
。

そ
れ
は
と
て
も
残

念
に
思
う
。
只
見

独
自
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、

ブ
ナ
サ
ミ
ッ
ト
で
存
在
感

を
示
し
て
は
ど
う
か
。

ブ
ナ
サ
ミ
ッ
ト
と

は
違
う
形
だ
が
、

学
術
調
査
の
報
告
会
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

去
る
７
月
18
日
の

大
雨
に
よ
り
被
害

に
あ
っ
た
箇
所
は
６
年
前

の
災
害
と
同
じ
箇
所
だ
っ

た
。
原
形
復
旧
ば
か
り
で

な
く
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対

準
備
で
は
厳
し
い
の
で
は

と
感
じ
て
い
る
。

例
え
ば
、
只
見
線

は
復
旧
後
も
な
に

も
し
な
け
れ
ば
全
線
で
廃

線
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
。
エ
コ
パ
ー
ク

す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え

て
実
施
さ
れ
た
。
京
都
大

学
の
河
野
名
誉
教
授
の
企

画
・
運
営
・
人
脈
の
も
と
開

催
さ
れ
、
そ
の
後
の
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
向
け

た
動
き
に
つ
な
が
っ
た
。 

平
成
26
年
の
登
録
と
い
う

大
き
な
成
果
に
結
び
つ
き
、

目
的
を
達
成
し
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

自
然
首
都
宣
言
か

ら
10
年
が
経
と
う

と
し
て
い
る
。
世
界
ブ
ナ

サ
ミ
ッ
ト
は
只
見
で
し
か

開
催
で
き
な
い
価
値
あ
る

取
り
組
み
と
考
え
る
が
、

な
ぜ
や
め
て
し
ま
っ
た
の

か
。

世
界
各
国
の
研
究

者
を
招
聘
し
て
国

内
有
数
の
ブ
ナ
林
を
も
つ

只
見
町
を
国
内
外
に
発
信

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

災害復旧に一歩
踏み込んだ対策を

答 県と協議する

世
界
ブ
ナ
サ
ミ
ッ
ト
は

な
ぜ
や
め
た
の
か

答
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
し
、
目
的
を
達
成

■答

■答

■答

■答 ■答■答

■問

■問

■問 ■問

■問

■問
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8月21日　南会津地方町村議長会県出先機関へ決議事項の要望活動（南会津町）　第68回南会津地方町
村議員大会決議事項等について、要望活動を行ないました。議長

す
る
。

65
歳
以
上
の
住
民

税
非
課
税
者
は
８

２
５
人
お
ら
れ
る
。
こ
れ

ま
で
の
予
算
額
は
４
５
０

万
円
程
度
で
あ
っ
た
。
町

民
は
期
待
し
て
い
る
。
灯

油
の
高
騰
に
か
か
わ
ら
ず

福
祉
政
策
と
し
て
対
応
す

べ
き
。

灯
油
価
格
の
状
況

を
見
て
そ
の
時
点

で
判
断
す
る
。

他
に「
教
育
勅
語
」を
学

校
教
育
に
持
ち
込
ま
な
い

こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

度
化
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

こ
の
制
度
は
町
民
か
ら
大

変
喜
ば
れ
て
い
る
。
お
年

寄
り
が
寒
い
冬
を
暖
か
く

過
ご
す
た
め
に
町
が
手
だ

て
を
と
る
こ
と
は
、
福
祉

施
策
と
し
て
、
ま
た
健
康

を
維
持
し
て
い
く
上
で
も

大
切
な
施
策
で
あ
る
。
補

正
予
算
に
計
上
す
る
考
え

は
。

燃
料
高
騰
に
よ
る

支
援
か
ら
始
ま
っ

た
経
過
を
考
え
、
最
近
の

燃
料
価
格
は
従
前
と
比
較

し
落
ち
着
い
て
い
る
。
今

後
の
動
向
を
踏
ま
え
判
断

昨
年
も
提
案
し
た

が
、
福
祉
商
品
券

（
福
祉
灯
油
）の
復
活
と
制

る
。只
見
町
は
、平
成
24
年

と
平
成
27
年
比
で
12
・
１

％
増
と
全
国
平
均
よ
り
高

く
な
っ
て
い
る
。
介
護
保

険
料
が
多
額
に
な
り
、
介

護
保
険
利
用
料
負
担
も
大

き
い
。
町
民
の
負
担
軽
減

対
策
を
と
る
べ
き
。

近
年
介
護
認
定
者

増
で
需
用
費
増
と

な
っ
て
お
り
単
価
（
保
険

料
）
が
増
え
る
心
配
が
あ

る
。
公
費
の
別
枠
投
入
で
、

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

介
護
保
険
料
の
保

険
者
の
負
担
が
多

額
と
な
る
の
は
、
国
が
必

要
額
の
25
％
し
か
負
担
し

て
な
い
こ
と
に
あ
る
。
町

長
は
様
々
な
機
会
に
国
に

対
し
て
、
町
民
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
国
の
負
担
額

を
増
や
す
よ
う
働
き
か
け

を
す
べ
き
。

全
国
の
地
方
自
治

体
が
一
緒
に
な
っ

た
中
で
要
求
し
て
い
く
。　

介
護
保
険
料
は
平

成
15
年
第
２
期
の

月
２
９
４
３
円

か
ら
現
在
の
４

８
１
０
円
と
12

年
間
で
約
１
９

０
０
円
値
上
げ

と
な
っ
て
い
る
。

国
の
全
国
集
計

で
は
平
成
24
年

と
平
成
27
年
の

比
較
で
10
・
９

％
増
、
平
成
37

年
に
は
64
・
２

％
増
と
な
る
試

算
を
示
し
て
い

来
年
度
か
ら
第
７

期
介
護
保
険
料

（
３
年
間
）の
改
定
が
行
な

わ
れ
る
が
、
町
民
生
活
を

守
る
た
め
に
、
町
の
裁
量

で
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
を
行
な
い
、
最
低
で
も

こ
れ
ま
で
の
保
険
料
を
維

持
す
る
こ
と
、
ま
た
、
低

所
得
者
の
保
険
料
を
基
準

額
か
ら
所
得
に
応
じ
７
割
、

５
割
、
３
割
軽
減
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
。

第
７
期
計
画
は
、

消
費
税
10
％
を
前

提
と
し
た
軽
減
強
化
に
つ

い
て
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。
減
額
は
国
の
動
向
を

踏
ま
え
検
討
す
る
。

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

福
祉
商
品
券（
福
祉
灯
油
）の

制
度
化
を

答
今
後
の
動
向
踏
ま
え
判
断

介護保険料軽減対策は
答 国の動向踏まえ検討

■答

■答

■答

■答 ■答

■問

■問

■問

■問

■問

あさひヶ丘のデイサービスでゲームを楽しむお年寄り
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8月28日　南会津地方広域市町村圏組合議会定例会報告　平成28年度一般会計歳入歳出決算、平成29
年度一般会計補正予算等を審議し、全会一致で認定しました。

出
荷
量
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
花
卉
に
つ
い
て
も
花

つ
き
が
悪
く
出
荷
量
が
減

っ
て
い
る
。さ
ら
に
は
、そ

れ
ぞ
れ
病
気
発
生
の
懸
念

も
抱
え
て
い
る
。
今
後
の

天
候
次
第
で
は
生
産
量
・

販
売
額
と
も
に
あ
る
程
度

回
復
す
る
期
待
も
あ
り
、

今
後
の
気
象
状
況
を
注
視

し
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
事
が
考
え
ら

れ
る
。

天
候
不
順
（
長
雨

に
よ
る
日
照
不

足
）
に
よ
る
農
産
物
の
対

応
は
。

現
在
、
Ｊ
Ａ
等
か

ら
情
報
収
集
を
進

め
て
い
る
。
米
に
つ
い
て

は
１
週
間
か
ら
10
日
程
度

の
遅
れ
、
ト
マ
ト
に
つ
い

て
は
昨
年
比
６
割
程
度
の

原
形
復
旧
工
事
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

今
後
、
人
家
に
影

響
が
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
要
望
し
て
い
く
。
熊

倉
地
区
な
ど
特
定
に
や
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
、
非
農
用
地
に
変
え

て
い
く
と
か
、
沼
田
原
地

区
に
つ
い
て
は
、
山
手
に

農
道
を
入
れ
て
い
く
と
か
、

町
が
独
自
で
や
る
場
合
は

避
難
指
示
ま
で
行
な
っ
た

こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
、
町

長
が
認
め
た
激
甚
災
害
に

指
定
し
集
落
に
負
担
を
課

さ
な
い
事
と
し
た
。
集
落

の
協
力
を
得
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。

今
後
の
復
旧
計
画

の
工
程
は
。

集
落
に
協
力
を
お

願
い
し
、
稲
刈
り

後
の
田
ん
ぼ
の
土
砂
廃
土

の
予
定
で
進
め
る
。
詳
し

い
事
は
こ
れ
か
ら
に
な
る
。

来
年
度
作
付
可
能

か
。

業
者
も
公
共
事
業
、

土
木
災
等
の
発
注

が
多
く
な
る
。
事
業
者
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。

土
砂
流
入
田
は
平

成
23
年
と
同
様
の

場
所
で
発
生
し
て
い
る
。

土
砂
流
出
に
よ
る

被
害
田
の
復
旧
計

画
は
。

従
来
の
災
害
時
の

対
応
と
し
て
は
、

町
単
独
災
害
復
旧
工
事
や

公
共
事
業
補
助
金
に
よ
り

対
応
し
て
お
り
、
通
常
の

場
合
は
集
落
負
担
が
発
生

す
る
。
今
回
の
災
害
に
つ

い
て
は
、
被
害
箇
所
が
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。

時
間
雨
量
が
観
測
史
上
最

大
の
降
水
量
と
な
り
全
町

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

７
・
18
被
害
田
の
対
応
は

答
激
甚
に
指
定
、
集
落
負
担
課
さ
な
い

■答

■答

■答

■答

■答

■問

■問

■問

■問■問

土砂流入した只見沼田原地区の水田
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8月28日　南会津環境衛生組合議会定例会報告　平成28年度一般会計歳入歳出決算、平成29年度一般
会計補正予算等を審議し、全会一致で認定しました。

支
援
し
て
い
く
。

町
立
小
・
中
学
校

全
校
が
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
の
認
定
を
受
け

た
。
大
変
す
ば
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
う
。
前
に
も
提

案
し
た
が
、
留
学
制
度
の

交
流
等
を
見
据
え
た
、
小

学
校
か
ら
の
英
語
教
育
が

必
須
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
は
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
を
担
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育

て
る
の
が
目
的
で
あ
り
、

当
町
で
は
、
来
年
か
ら
２

年
前
倒
し
し
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

増
員
し
て
小
学
校
を
担
当

さ
せ
る
。

他
に
町
内
企
業
へ
の
支

援
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

だ
い
て
い
る
。
統
合
の
是

非
を
検
討
し
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、
町
民
各
位
よ

り
広
く
意
見
を
募
っ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
現
状
で

統
合
に
つ
い
て
判
断
で
き

る
状
況
に
は
な
い
。

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
送

迎
時
間
な
ど
保
護
者
負
担

の
課
題
が
あ
り
、
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
内
部
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
を
迎
え
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。

県
立
只
見
高
校
の

支
援
策
を
い
つ
ま

で
継
続
し
て
行
く
の
か
。

只
見
高
校
の
存
続

は
も
と
よ
り
、
人

材
の
地
産
地
消
や
町
づ
く

り
と
い
う
重
要
な
視
点
に

立
ち
、
議
会
並
び
に
町
民

の
理
解
の
も
と
継
続
的
に

３
地
区
の
小
学
校

統
合
は
あ
る
の
か
。

保
育
所
も
同
様
に
統
合
は

あ
る
の
か
。

昨
年
度
設
置
し
た

「
町
立
小
学
校
の

在
り
方
検
討
懇
談
会
」
で

小
学
校
の
教
育
活
動
全
般

に
渡
り
そ
の
成
果
と
課
題

を
話
し
合
い
、
今
後
の
改

善
案
等
を
提
案
し
て
い
た

流
人
口
の
拡
大
を
図
る
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
関
連
事
業
等

に
対
す
る
人
員
体
制
が
不

十
分
で
は
な
い
の
か
、
28

年
度
事
業
の
課
題
・
問
題

点
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
。
ま
た
町
長
自
身

何
を
ど
の
よ
う
に
や
り
た

い
の
か
。専

門
家
の
意
見
を

聞
き
、
来
年
度
は
、

各
層
の
改
革
を
含
め
組
織

の
見
直
し
を
し
て
い
く
。

何
を
し
た
い
か
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
い

き
た
い
。

自
然
保
護
と
林

業
・
水
産
資
源
の

利
活
用
は
。

バ
ラ
ン
ス
を
図
り

な
が
ら
調
査
・
研

究
し
、
枯
渇
し
な
い
よ
う

に
持
続
的
利
活
用
を
図
る
。

農
産
物
の
付
加
価

値
化
と
販
売
方
法

は
。

素
晴
ら
し
い
自
然

環
境
を
Ｐ
Ｒ
し
て

付
加
価
値
を
高
め
て
い
く
。

観
光
産
業
に
ど
う

結
び
付
け
る
の
か
。

調
査
研
究
で
立
証

さ
れ
た
豊
か
な
自

然
・
歴
史
・
文
化
の
Ｐ
Ｒ

と
案
内
人
の
活
用
等
で
交

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

教
育
政
策
の
今
後
の
考
え
は

答
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
時
期

ユネスコエコパークの
活用は

答 組織を見直し、これから検討

■問 ■答■答 ■答

■答

■答

■答

■答

■問■問

■問

■問

■問

■問

明和保育所運動会の子どもたち
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温泉開発を待つ観光施設

９月９、10、16日　只見町敬老会　湯ら里において地区ごとに盛大に行なわれ、各議員がそれぞれ分
かれて出席し、敬老を祝いました。

デ
メ
リ
ッ
ト
に
対

し
て
は
適
切
に
対

処
す
る
。
温
泉
開
発
に
つ

い
て
は
多
額
な
資
金
が
必

要
に
な
る
。
開
発
に
当
た

っ
て
は
慎
重
に
対
処
し
て

い
き
た
い
。
良
案
を
求
め

議
会
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
た
い
。

他
に
、
人
口
減
少
問
題

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

国
道
２
８
９
号
開

通
に
つ
い
て
は
、

開
通
後
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
懸
念
し
て
い
る
。

交
通
安
全
や
騒
音
、
防
犯

対
策
、入
会
権
の
保
護
、ス

ト
ロ
ー
現
象
な
ど
課
題
が

多
く
あ
る
。

只
見
は
通
過
す
る
だ
け
の

地
域
に
な
ら
な
い
か
。
通

過
す
る
「
人
・
も
の
・

金
」
を
滞
留
さ
せ
る
た
め

に
、
只
見
温
泉
を
再
掘
削

す
る
考
え
は
な
い
か
。

持
し
て
い
く
。
明
和
地
区

の
買
い
物
支
援
バ
ス
は
、

従
来
、
町
か
ら
離
れ
、
地

域
独
自
で
続
け
ら
れ
た
事

業
だ
が
、
そ
の
後
、
町
に

財
政
支
援
を
求
め
ら
れ
た
。

町
の
公
共
交
通
と
地
域
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
と

い
う
課
題
も
あ
る
の
で
即

答
を
避
け
た
い
。

明
和
自
治
振
興
会
は
、
こ

の
件
に
つ
い
て
非
常
に
重

い
問
い
か
け
を
し
て
い
る

と
思
う
。
な
ぜ
、
明
和
自

治
振
興
会
が
「
公
共
交
通

の
維
持
」
に
責
任
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

一
方
、
な
ぜ
、
町
民
か
ら

税
金
を
集
め
て
行
政
を
行

な
う
役
場
が
、「
住
民
の

足
」
に
責
任
を
も
っ
て
寄

与
で
き
な
い
の
か
。
住
民

自
治
の
仕
事
と
、
団
体
自

治
の
仕
事
と
は
き
違
え
て

は
い
な
い
か
。
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
納
税
義
務
に
対
す

る
反
対
給
付
で
あ
る
。

振
興
セ
ン
タ
ー
に

は
各
地
区
の
公
平

性
と
独
自
性
の
両
立
と
い

う
調
整
課
題
は
あ
る
が
、

今
後
も
現
行
の
機
能
を
維

地
域
や
集
落
の
維

持
に
つ
い
て
、
集

落
の
力
で
は
解
決
で
き
な

い
限
界
を
感
じ
る
。
ま
た
、

役
場
と
集
落
の
間
の
「
住

み
分
け
」
の
矛
盾
も
あ
る
。

例
え
ば
、
集
落
等
に
補
助

金
を
出
し
て
、
本
来
、
役

場
が
行
な
う
べ
き
仕
事
を

肩
代
わ
り
さ
せ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
団
体
自
治
の
責

任
放
棄
で
は
な
い
か
。

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

機
構
改
革
後
の

振
興
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は

答
今
後
も
現
行
の
機
能
を
維
持
す
る

■答

■答

■問

■問

只見温泉の
再掘削の考えは

答 良案を求め議会と協議したい
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地域が一丸となる行事
只見中学校３年　

堀
ほり
金
かね
楓
ふう
樺
か

これからの只見町
只見中学校２年　

酒
さか
井
い
香
か
苗
なえ

９月17日に町民運動会
がありました。私は小学
生のころから参加してい
ます。町の祭礼のほかに

地区で集まれるのは町民運動会だけなので、と
ても貴重で、皆さんとの絆を深めるよい機会だ
と思っています。地区対抗ですが、競技が進む
につれて勝ち負けも意識しなくなり、参加者全
員で楽しんでいます。
でも、最近は参加者が減っているように思い
ます。せっかくの機会なので、たくさんの方に
参加していただき、町民みんなのふれあいを深
められればいいと思います。

只見町の好きなところ
は、自然が豊かなところ
と、町民の方が優しくて
温かいところです。とく

に、たくさんあるブナの木を利用して発展して
いければよいと思います。
たとえば、木と木の間を一本のロープを使っ

て行き来するアトラクションを作ったり、木に
登ったりできる場所を作れば、子ども連れの家
族も来てくださると思います。
只見に来た人がストレスや悩みを忘れ、広い

青空と大きく伸びるブナのように、優しい気持
ちや温かい気持ちになってほしいです。

編

集

後

記

７
月
18
日
の
豪
雨
災
害
、

そ
の
後
も
天
候
不
順
が
続
き
、

町
民
に
と
っ
て
厳
し
い
夏
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
被

害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
は
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。我

々
議
員
は
こ
ん
な
時
こ

そ
皆
様
の
声
を
町
政
に
届
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど

ん
な
意
見
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
に
声
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

近
い
う
ち
に
議
会
報
告
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
鈴
木
好
行
委
員
）

発
行
責
任
者

議　
　

長　

齋
藤
邦
夫

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

目
黒
仁
也

副
委
員
長　

目
黒
道
人

委　
　

員　

大
塚
純
一
郎

中
野
大
德

山
岸
国
夫

鈴
木
好
行

議会報告会を開催します！
10月24日火　只見振興センター
10月25日水　朝日振興センター
10月26日木　明和振興センター
午後７時から午後８時30分
町民との意見交換も行ないます。

ぜひ来てけやれ！


